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主 な 話 題
●

【特集】通年雇用助成金の活用を
●

札幌市の2023～27年度実施計画案
●

地下鉄南北線さっぽろ駅ホーム増設
●

2028年度完成予定の北5西1・西2地区再開発ビルに整備する札幌駅
バスターミナルの待合アトリウムのイメージ（上）。新ターミナル完成
までの間は、周辺道路上に分散する仮設バス乗降場（下）を利用する
ことになります。

さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会



通年雇用に必要な3カ月分の給与
は3年間で270万円―

これに対し150万円
が助成されるため…

⾃社の負担は120万円に軽減
されます！

季節労働者1人を通年雇用助成金を活用して
月給30万円で通年雇用した企業の場合

冬季分給与 1月 30万円

2月 30万円

＋ 3月 30万円

3カ月合計 90万円

1年⽬助成 （補助率2/3）

90万円×2/3＝60万円
2・3年⽬助成 （補助率1/2）

90万円×1/2＝45万円

通年雇⽤に必要な３カ⽉分の
給与は３年間で270万円――

⾃社の負担は120万円
に軽減されます！

北
海
道
労
働
局
が
公
表
し
た

2
0
2
3
年
8
月
の
有
効
求

人
倍
率
に
よ
る
と
、道
内
全
産
業
で
は

1
・
01
倍
と
前
年
同
月
（
1
・
12
倍
）

に
比
べ
0
・
11
㌽
下
回
り
ま
し
た
が
、建

設
業
の
職
種
別
有
効
求
人
倍
率
は
型
枠

大
工
・
と
び
工
が
7
・
32
倍
と
依
然
高

月
は
76
・
1
％
だ
っ
た
も
の
が
上
昇
し
、

2
0
2
3
年
8
月
に
は
86
・
7
％
に
ま

で
達
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
で
も
応
募
者

が
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

新
規
採
用
が
難
し
く
な
る
中
、今
い

る
人
材
の
流
出
防
止
が
ま
す
ま
す
重
要

と
な
っ
て
お
り
、季
節
労
働
者
の
通
年
雇

用
化
は
有
効
な
対
策
と
な
っ
て
い
ま
す
。

迫
る
「
2
0
2
4
年
問
題
」加
速
す
る
人
手
不
足

建
設
技
能
者
不
足
─ 

通
年
雇
用
化
が
急
務

通
年
雇
用
助
成
金
の
活
用
で
安
定
し
た
人
材
の
育
成
を

建
設
業
界
は
、時
間
外
労
働
に
対
す
る
上
限
規
制
が
厳
格
化
さ
れ
る

「
2
0
2
4
年
問
題
」に
揺
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
4
年
4
月
以
降
は
、労
働
時

間
が
短
く
な
り
、1
人
当
た
り
の
こ
な
せ
る
仕
事
量
が
減
少
し
、人
手
不
足
に
さ

ら
に
拍
車
が
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を
脱
し
、宿
泊
業
や
飲
食

サ
ー
ビ
ス
業
を
中
心
に
雇
用
情
勢
が
改
善
す
る
中
、建
設
産
業
に
お
け
る
人
材

確
保
は
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
手
不
足
対
策
の
一
つ
と
な
る
の

が
、通
年
雇
用
化
の
取
組
で
す
。
季
節
労
働
者
を
通
年
雇
用
に
切
り
替
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、人
材
確
保
や
育
成
を
計
画
的
に
進
め
ら
れ
、貴
重
な
戦
力
と
な
っ
て

い
る
労
働
者
の
本
州
な
ど
へ
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
年
雇
用
化

を
支
援
す
る
「
通
年
雇
用
助
成
金
」の
受
け
付
け
が
2
0
2
3
年
12
月
16
日
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
制
度
の
概
要
と
申
請
手
続
き
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

倍
率
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、建
設
・
土
木

作
業
員
も
4
・
96
倍
と
依
然
と
し
て
不

足
が
深
刻
で
す
。

担
い
手
確
保
に
苦
労
す
る
建
設
業

で
は
近
年
、正
社
員
の
求
人
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
建
設
業
の
求
人
に
占
め

る
正
社
員
の
割
合
が
、2
0
1
5
年
8

冬
季
3
カ
月
の
給
与
に

3
年
間
の
助
成
金

こ
れ
か
ら
新
規
に
通
年
雇
用
助
成

金
の
申
請
を
予
定
し
て
い
る
企
業
の

場
合
、
対
象
と
な
る
季
節
労
働
者
は
、

2
0
2
3
年
9
月
16
日
以
前
か
ら
雇
用

関
係
に
あ
り
、2
0
2
4
年
1
月
31
日

の
時
点
で
、雇
用
保
険
の
特
例
一
時
金

の
受
給
資
格
を
得
て
い
て
、こ
の
一
時
金

が
支
給
の
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
条
件

と
な
り
ま
す
。

（
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
）

助
成
金
は
、2
0
2
3
年
12
月
16
日

か
ら
2
0
2
4
年
3
月
15
日
の
間
に
通

年
雇
用
化
し
た
季
節
労
働
者
一
人
一
人

の
賃
金
（
賞
与
も
含
む
）の
額
面
に
応

じ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。
2
年
目
、3
年

目
も
通
年
雇
用
化
し
て
い
れ
ば
、引
き

続
き
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

助
成
額
に
つ
い
て
は
、
対
象
期
間
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（
2
0
2
3
年
12
月
の
賃
金
締
切
日
の

翌
日
か
ら
翌
年
3
月
の
賃
金
締
切
日
）

に
支
払
っ
た
賃
金
額
に
対
し
て
、1
年

目
が
3
分
の
2
（
限
度
額
は
71
万
円
）、

2
年
目
、3
年
目
に
つ
い
て
は
2
分
の
1

（
同
54
万
円
）が
支
払
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
な
支
払
い
例
を
見
る
と
、季

節
労
働
者
1
人
を
通
年
雇
用
し
、こ
の

時
の
月
給
が
30
万
円
だ
っ
た
場
合
、3

カ
月
の
総
額
は
90
万
円
に
な
り
ま
す
。

助
成
金
の
支
払
い
を
3
年
間
満
度
に
受

け
る
と
、1
年
目
は
60
万
円
、2
〜
3
年

目
は
45
万
円
ず
つ
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

3
年
間
の
ト
ー
タ
ル
で
考
え
る

と
、2
7
0
万
円
の
冬
季
分
3
カ
月
の

給
与
支
払
い
に
対
す
る
助
成
総
額
は

1
5
0
万
円
に
上
り
、自
社
の
負
担
は

1
2
0
万
円
に
な
り
ま
す
。

一
方
、通
年
雇
用
助
成
金
を
利
用
せ

ず
、1
〜
3
月
の
間
、週
2
、3
日
の
ア

ル
バ
イ
ト
と
し
て
雇
い
、月
15
万
円
を

支
払
う
と
す
る
と
、支
払
総
額
は
年
間

45
万
円
、3
年
間
で
は
1
3
5
万
円
と

な
り
、助
成
を
受
け
た
場
合
よ
り
も
、企

業
の
負
担
額
が
大
き
く
な
る
計
算
で
す
。

申
請
手
続
き
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

通
年
雇
用
助
成
金
を
受
け
取
る
た

め
の
最
初
の
手
続
き
は
、地
域
を
管
轄

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
「
通
年
雇
用

届
」
な
ど
の
書
類
を
12
月
16
日
か
ら

2
0
2
4
年
1
月
31
日
ま
で
の
期
間
内

に
提
出
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

さ
ら
に
「
支
給
申
請
書
」な
ど
を
定

め
ら
れ
た
期
間
（
2
0
2
4
年
3
月
16

日
〜
6
月
15
日
）に
提
出
し
、支
給
が

決
定
す
る
と
、申
請
か
ら
お
お
む
ね
2

〜
4
カ
月
後
に
助
成
金
が
北
海
道
労
働

局
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
2
年
目
以
降

に
つ
い
て
も
、通
年
雇
用
を
継
続
し
て
い

れ
ば
、再
度
の
申
請
手
続
き
を
行
う
こ

と
で
、3
年
目
ま
で
助
成
金
の
給
付
を

続
け
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

季
節
労
働
者
の
通
年
雇
用
化
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
季
節
労
働
者

通
年
雇
用
促
進
支
援
協
議
会
」で
は
、

各
種
経
営
相
談
や
助
成
金
と
い
っ
た
支

援
制
度
の
活
用
な
ど
、建
設
業
の
経
営

全
般
に
関
わ
る
課
題
解
決
に
向
け
、協

議
会
が
開
設
し
て
い
る
建
設
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
支
援
セ
ン
タ
ー
で
幅
広
く
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
支
援
員
が

〔通年雇用助成金〕　※詳しくは各ハローワークまでお問い合わせください。

通 年 雇 用 届（12月16日～1月31日までの期間内に）
1．通年雇用届
2．対象労働者申告書（通年雇用届添付）
3．継続雇用労働者名簿（初めて利用する場合または3年度以上利用がなかった場合のみ）
4．対象期間内の工事（生産）見込証明書
5．上記の工事（生産）見込みを証明する請負契約書・注文書等
6．建設業法または採石業法に基づく登録証（登録している場合）
7．労働者名簿または雇用契約書（対象労働者分ただし、初めて利用する場合または3年度

以上利用がなかった場合は、在籍する全ての労働者分）
8．出勤簿（新規継続労働者分）
9．賃金台帳（新規継続労働者分）

支 給 申 請 書（3月16日～6月15日までの期間内に）
1．支給申請書
2．対象労働者申告書（通年雇用届添付）
3．継続雇用労働者名簿
4．支給要件確認申立書
5．支払方法・受取人住所届（登録済みの口座を指定する場合は不要）
6．労働者名簿または雇用契約書（在籍する全ての労働者分）
7．出勤簿（対象労働者の1～3月分、継続雇用労働者の3月分）
8．賃金台帳（対象労働者の1～3月分）
9．工事に関する請求書等および通帳の写し（通年雇用届時に契約書等が提出できなかった場合）

企
業
を
訪
問
し
た
際
に
も
、遠
慮
な
く

相
談
し
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
・
助
成
制

度
を
活
用
し
て
ほ
し
い
」と
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
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札
幌
市
は
、2
0
2
3
年
度
の
除
雪
事
業
実
施
計
画
な
ど
を
ま
と
め
ま
し

た
。
除
雪
費
の
総
額
は
2
6
1
億
5
、7
0
0
万
円
で
前
年
度
当
初
に
比
べ

21
・
2
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
労
務
単
価
や
軽
油
単
価
の
上
昇
や
大
雪
対
策
な

ど
で
運
搬
排
雪
の
経
費
を
中
心
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、2
0
2
2
年
度
に

実
施
し
た
除
雪
従
事
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
で
は
、市
の
除
雪
業
務
従
事
者

数
は
4
、0
0
0
人
と
、5
年
前
（
2
0
1
7
年
度
）調
査
結
果
の
3
、9
4
0

人
よ
り
1
・
5
％
増
え
た
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
度
の
除
雪
事
業
は
、

除
雪
セ
ン
タ
ー
を
12
月
1
日

か
ら
開
設
し
、車
道
除
雪
5
、4
5
6
㎞
、

歩
道
除
雪
3
、0
4
8
㎞
、幹
線
道
路
の

運
搬
排
雪
1
、3
9
4
㎞
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。
雪
堆
積
場
は
前
年
度
よ
り
2

カ
所
多
い
82
カ
所
を
開
設
予
定
で
す
。

道
路
除
雪
の
計
画
延
長
や
実
施
回

数
な
ど
は
前
年
度
当
初
と
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、予
算
額
が
45
億
7
、

9
0
0
円
増
加
し
た
要
因
と
し
て
は
、

労
務
単
価
、軽
油
単
価
上
昇
へ
の
対
応
、

作
業
量
の
見
直
し
、大
雪
に
備
え
た
運

搬
排
雪
の
強
化
な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

除
雪
費
全
体
の
約
3
割
を
占
め
る
運
搬

排
雪
は
、
76
億
9
、9
0
0
万
円
と
前

年
度
比
37
・
3
％
増
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
冬
の
主
な
取
組
と
し
て
は
、バ
ス

路
線
の
除
排
雪
強
化
、渋
滞
解
消
や
見

通
し
改
善
の
た
め
の
交
差
点
排
雪
強
化

な
ど
、10
カ
年
の
基
本
計
画
「
冬
の
み

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
2
0
1
8
」に
基
づ

き
着
実
に
推
進
す
る
ほ
か
、市
民
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
た
持
続
可
能
な
生
活
道
路

の
排
雪
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
を

開
始
し
ま
す
。

除
雪
作
業
の
省
力
化
と
し
て
は
、除

雪
機
械
に
バ
ッ
ク
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー

な
ど
の
安
全
補
助
装
置
を
設
置
し
て
助

手
が
同
乗
し
な
い
「
1
人
乗
り
化
」を
、

こ
れ
ま
で
認
め
て
き
た
市
保
有
車
両
に

加
え
、業
者
保
有
車
両
に
も
拡
大
し
て

い
き
ま
す
。

雪
堆
積
場
は
、
過
去
最
大
の
搬
入

量
だ
っ
た
2
0
2
1
年
度
実
績
の
2
、

5
4
3
万
㎥
を
ベ
ー
ス
に
、
排
雪
強
化

分
を
加
え
た
2
、6
7
7
万
㎥
の
搬
入

可
能
量
を
確
保
し
ま
し
た
。

除
雪
従
事
者
は
5
年
間
で

減
少
せ
ず

市
が
、2
0
2
2
年
度
の
道
路
維
持

除
雪
業
務
受
託
者
約
2
0
0
社
を
対
象

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

市
の
除
雪
従
事
者
数
は
4
、0
0
0
人

と
な
り
ま
し
た
。

「
冬
の
み
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
２
０ 

１
８
」
で
は
、
２
０
１
７
年
度
に
３
、

９
４
０
人
い
た
除
雪
従
事
者
が
、５
年

後
に
は
約
1
割
減
、10
年
後
に
は
約
2

割
減
に
な
る
と
推
計
し
て
い
ま
し
た
が
、

今
の
と
こ
ろ
除
雪
体
制
は
変
わ
ら
ず
維

持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

市
で
は
、①
市
内
の
建
設
業
就
業
者

が
増
え
た
こ
と
②
大
型
特
殊
自
動
車
運

転
免
許
取
得
助
成
な
ど
市
の
人
材
確
保

支
援
に
よ
る
成
果
③
各
事
業
者
に
よ
る

従
事
者
確
保
な
ど
の
企
業
努
力
─
な
ど

に
よ
っ
て
人
数
が
維
持
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、60
歳
以
上
の
オ
ペ
ー
レ
ー
タ
ー
が

全
体
の
約
2
割
を
占
め
る
な
ど
、今
後

は
熟
練
従
事
者
の
大
量
退
職
が
想
定
さ

れ
る
と
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
一
層
の
効
率
化
に
取
り
組

む
と
し
て
い
ま
す
。

業者保有除雪機械にも1人乗り化を拡大する
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2
0
2
3
年
度
の
除
雪
実
施
計
画

ま
と
ま
る　
除
雪
費
は
2
割
増

─ 
除
雪
従
事
者
は
4
千
人
規
模
を
維
持



地
下
鉄
南
北
線
さ
っ
ぽ
ろ
駅
ホ
ー
ム

増
設
が
着
工
へ

2
0
2
8
年
完
成
を
目
指
し
て

札
幌
市
交
通
局
は
、市
営
地
下
鉄
南
北
線
さ
っ
ぽ
ろ
駅
の
ホ
ー
ム
増
設
に
着
工

し
ま
す
。
島
式
で
運
用
さ
れ
て
い
る
既
存
の
ホ
ー
ム
を
麻
生
方
面
専
用
の
ホ
ー

ム
に
し
て
、新
た
に
真
駒
内
方
面
専
用
の
ホ
ー
ム
を
設
け
、相
対
式
の
ホ
ー
ム
構

造
に
変
更
し
、混
雑
緩
和
を
図
り
ま
す
。
近
く
着
工
す
る
土
木
工
事
は
5
カ
年

の
工
期
を
見
込
み
、2
0
2
8
年
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

南
北
線
さ
っ
ぽ
ろ
駅
の
1
日
平
均

の
乗
車
人
員
は
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
前
の
2
0
1
8

年
度
実
績
で
5
万
7
、0
0
0
人
と
、市

内
地
下
鉄
駅
の
中
で
最
も
混
雑
す
る
駅

で
す
。
現
在
の
ホ
ー
ム
形
状
は
両
方
向

の
乗
降
客
が
利
用
す
る
島
式
で
狭
く
、

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
一
般
的

な
経
路
と
な
る
北
側
の
階
段
は
著
し
い

混
雑
が
常
態
化
し
て
い
ま
す
。

混
雑
す
る
北
側
の
経
路
に
は
階
段
し

か
な
く
、移
動
の
円
滑
化
に
は
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
の
設
置
が
必
要
で
す
が
、現

行
の
ホ
ー
ム
形
状
の
ま
ま
で
は
整
備
で

き
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。

北
海
道
新
幹
線
札
幌
駅
の
開
業
や
北

4
西
3
地
区
を
は
じ
め
と
し
た
Ｊ
Ｒ
札

幌
駅
周
辺
の
大
規
模
な
再
開
発
事
業
の

計
画
に
よ
り
、さ
っ
ぽ
ろ
駅
の
利
用
者
数

は
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

駅
東
側
に
ホ
ー
ム
を
増
設
し
て
、相
対

式
の
ホ
ー
ム
に
改
良
す
る
と
と
も
に
、北

側
経
路
の
ホ
ー
ム
（
地
下
2
階
）〜
コ
ン

コ
ー
ス
（
地
下
1
階
）間
の
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
も
設
置
し
て
利
便
性
向
上
を
図
る

考
え
で
す
。

真
駒
内
方
面
用
と
し
て
新
設
す
る

ホ
ー
ム
は
、延
長
1
2
0
ｍ
、幅
員
6
ｍ

で
計
画
し
、併
せ
て
地
下
1
階
コ
ン
コ
ー

ス
の
東
側
通
路
部
分
も
拡
幅
し
ま
す
。

既
存
の
ホ
ー
ム
に
は
、真
駒
内
方
面
行

き
の
線
路
側
に
固
定
柵

を
設
置
し
て
麻
生
方
面

専
用
に
し
ま
す
。

2
0
2
4
年
に
も
着

工
が
検
討
さ
れ
て
い
る
北

4
西
3
地
区
の
再
開
発

ビ
ル
と
は
、コ
ン
コ
ー
ス

の
あ
る
地
下
1
階
で
接

続
す
る
ほ
か
、地
下
2
階

の
新
ホ
ー
ム
か
ら
も
ア
ク

セ
ス
で
き
る
改
札
口
を
設

け
る
計
画
で
す
。
設
計

は
日
本
交
通
技
術
（
本

社
・
東
京
）が
担
当
し
て

い
ま
す
。

年
内
に
も
着
工
予
定
の

土
木
工
事
は
、既
存
の
地

下
鉄
施
設
側
に
仮
壁
を

設
置
し
て
、開
削
工
法
で

新
ホ
ー
ム
な
ど
の
躯
体
を
築
造
し
ま
す
。

工
期
末
は
2
0
2
8
年
3
月
30
日
ま
で

の
5
カ
年
で
、使
用
す
る
主
要
資
材
量

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
約
3
、8
0
0
ｔ
、鉄

筋
約
5
8
0
ｔ
、鉄
骨
約
2
、5
0
0
ｔ

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

南北線さっぽろ駅ホームの現状と増設後のイメージ
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札
幌
市
は
、2
0
2
3
〜
2
0
2
7
年
度
に
計
画
す
る
政
策
的
事
業
を
ま
と

め
た
「
第
2
次
札
幌
市
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
・
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

2
0
2
3
」案
を
公
表
し
ま
し
た
。
取
り
組
む
事
業
は
6
0
0
事
業
に
上
り
、

5
カ
年
の
全
体
事
業
費
に
は
1
兆
7
、8
5
4
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
脱

炭
素
社
会
の
実
現
、都
心
部
再
開
発
を
通
じ
た
市
街
地
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、子
育

て
施
策
の
充
実
な
ど
に
重
点
投
資
し
ま
す
。
計
画
期
間
内
に
立
ち
上
げ
る
新
規

事
業
や
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
に
は
3
7
2
事
業
を
挙
げ
、学
校
施
設
へ
の
冷
房
設

備
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
の
設
置
、半
導
体
関
連
産
業
の
集
積
促
進
、市
役
所
本
庁

舎
再
整
備
へ
の
調
査
や
仮
称
・
南
区
複
合
庁
舎
整
備
、清
田
区
民
セ
ン
タ
ー
移

転
な
ど
に
着
手
し
ま
す
。

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
は
、上
位

計
画
の
「
第
2
次
札
幌
市
ま

ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
」（
2
0
2
2

〜
2
0
3
1
年
度
）を
実
現
す
る
た
め

の
中
期
実
施
計
画
と
し
て
策
定
す
る
も

の
で
、市
の
行
財
政
運
営
や
予
算
編
成

の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

5
カ
年
の
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
事

業
数
は
6
0
0
と
、
4
カ
年
だ
っ
た
前

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
2
0
1
9
〜

2
0
2
2
年
度
）
よ
り
も
13
事
業
少

な
い
も
の
の
、単
年
度
当
た
り
の
平
均

事
業
費
を
見
る
と
、
今
プ
ラ
ン
は
3
、

5
7
0
億
円
で
、前
プ
ラ
ン
を
39
・
3
％

上
回
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
建
設
事
業
費
に
は
、

5
年
間
で
8
、0
2
9
億
円
を
見
込

み
、単
年
度
当
た
り
の
平
均
事
業
費
は

1
、6
0
5
億
円
で
、前
プ
ラ
ン
の
1
、

1
2
3
億
円
か
ら
大
き
く
伸
び
て
い
ま

す
。
学
校
や
清
掃
工
場
な
ど
の
老
朽
化

対
策
、都
心
部
の
再
開
発
事
業
な
ど
市

街
地
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
が
増
加
の

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
新
規
事
業
で
は
、
学
校
施
設

冷
房
設
備
整
備
に
は
1
3
7
億
6
、

0
0
0
万
円
を
充
て
、2
0
2
7
年
度

ま
で
に
市
立
幼
稚
園
と
学
校
の
普
通

教
室
や
職
員
室
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を

設
置
し
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
た
め
、

93
億
8
、7
0
0
万
円
を
投
じ
て
学
校

施
設
の
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
を

進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
再
整
備
に
は

93
億
6
、9
0
0
万
円
を
投
入
し
、
美

札幌市アクションプラン 2023 案の計画事業費 （金額・単位億円）

区　分 5カ年合計 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度

全体事業費 17,854 3,178 3,760 3,737 3,716 3,463

うち建設事業費 8,029 1,359 1,708 1,646 1,689 1,627

2023年12月号 6

2
0
2
3
〜
2
0
2
7
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で

都
心
部
再
開
発
な
ど
6
0
0
事
業
を
推
進

全
体
事
業
費
は
1
・
8
兆
円
を
試
算



香
保
体
育
館
の
更
新
、大
倉
山
ジ
ャ
ン

プ
競
技
場
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
拠
点
整
備
と
し
て
は
、清

田
区
民
セ
ン
タ
ー
移
転
に
1
億
4
、

6
0
0
万
円
を
見
込
み
、2
0
2
7
年

度
の
基
本
・
実
施
設
計
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
仮
称
・
南
区
複
合
庁
舎
整
備
は
、

老
朽
化
が
進
む
南
区
役
所
と
南
区
民
セ

ン
タ
ー
、南
保
健
セ
ン
タ
ー
を
複
合
化

し
た
施
設
と
し
て
構
想
し
て
い
ま
す
。

都
心
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
北
5

西
2
地
区
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に

88
億
4
、8
0
0
万
円
を
拠
出
し
、
創

成
川
上
空
歩
行
者
動
線
や
交
通
広
場
な

ど
札
幌
駅
周
辺
交
通
施
設
の
調
査
検
討

に
は
22
億
1
、4
0
0
万
円
、
大
通
西

4
南
地
区
再
開
発
に
は
82
億
7
、

3
0
0
万
円
を
配
分
し
ま
す
。

ラ
ピ
ダ
ス
の
次
世
代
半
導
体

製
造
工
場
建
設
を
念
頭
に
置
い

た
半
導
体
関
連
産
業
集
積
促
進

事
業
に
は
6
、8
0
0
万
円
を

充
て
、関
連
企
業
の
拠
点
形
成

に
向
け
た
基
礎
調
査
な
ど
を
進

め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
老
朽
化
が
進
む

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
を

含
め
た
再
整
備
の
調
査
・
検
討

費
に
1
、2
0
0
万
円
を
上
げ

て
、2
0
2
4
年
度
に
着
手
し

て
、現
状
の
課
題
や
必
要
な
機

能
を
洗
い
出
し
て
い
き
ま
す
。

里
塚
斎
場
に
つ
い
て
も
、多
死

社
会
を
見
据
え
た
再
整
備
の
計

画
を
2
0
2
5
年
度
に
策
定
す
る
た
め
、

6
、2
0
0
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
の
新
設
・
改
良
は

2
0
3
0
年
頃
か
ら
減
少

市
は
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
2
0
2
3

の
策
定
に
伴
い
、30
年
後
の
2
0
5
2

年
度
ま
で
の
長
期
財
政
見
通
し
を
示
し

て
い
ま
す
。
道
路
、公
園
な
ど
の
イ
ン
フ

ラ
施
設
の
新
設
・
改
良
は
、人
口
減
少

が
顕
著
に
な
る
2
0
3
0
年
頃
か
ら
緩

や
か
に
減
少
し
て
い
く
見
通
し
で
す
。

今
後
予
測
さ
れ
る
人
口
減
少
や
増
大

す
る
公
共
施
設
の
更
新
需
要
を
踏
ま
え
、

中
長
期
に
わ
た
り
健
全
で
持
続
可
能
な

財
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、長
期
的

な
財
政
見
通
し
を
試
算
し
ま
し
た
。
当

面
は
歳
入
不
足
が
生
じ
、2
0
2
3
年

度
ま
で
に
1
、2
2
5
億
円
を
積
み
上

げ
て
い
る
基
金
の
取
り
崩
し
が
必
要
に

な
り
ま
す
が
、事
業
の
精
査
、事
業
費
の

節
減
な
ど
に
取
り
組
み
、2
0
5
2
年

度
に
も
4
0
0
億
円
程
度
の
基
金
残
高

は
維
持
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

建
設
事
業
費
の
試
算
で
は
、可
能
な

限
り
事
業
の
平
準
化
を
図
っ
た
上
で
、大

規
模
な
施
設
な
ど
は
個
別
に
積
み
上
げ

て
い
ま
す
。
道
路
や
公
園
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
施
設
の
新
設
・
改
良
は
、人
口
減

少
と
と
も
に
整
備
率
も
頭
打
ち
と
な
る

2
0
3
0
年
頃
か
ら
緩
や
か
に
減
少
す

る
も
の
の
、維
持
・
更
新
需
要
は
現
行

の
8
0
0
億
円
台
と
同
程
度
を
確
保
し

ま
す
。

学
校
施
設
や
市
営
住
宅
、市
民
利
用

施
設
や
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設
は
、人

口
推
計
の
減
少
傾
向
を
踏
ま
え
た
規
模

の
適
正
化
を
図
り
な
が
ら
、計
画
的
に

更
新
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
会
計
建
設
事
業
費
を
５
年
単
位

で
見
る
と
、２
０
２
３
〜
２
０
２
７
年
度

は
、清
掃
工
場
の
更
新
や
都
心
部
再
開

発
な
ど
で
８
、０
２
９
億
円
と
な
り
ま

す
が
、２
０
２
８
〜
２
０
３
２
年
度
は
６
、

７
８
１
億
円
、２
０
３
３
〜
２
０
３
７

年
度
は
６
、３
６
９
億
円
、
２
０
３
８

〜
２
０
４
２
年
度
は
６
、２
９
４
億

円
、２
０
４
３
〜
２
０
４
７
年
度
は
５
、

６
６
８
億
円
、２
０
４
８
〜
２
０
５
２
年

度
に
は
５
、１
３
９
億
円
へ
と
徐
々
に
減

少
す
る
見
通
し
で
す
。
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建設業に関わるクイズに挑戦した

高
校
生
ら
を
対
象
に
公
共
事
業
や
建
設
業
の
知
識
と
技
術
を
競
う
ク
イ
ズ
大

会
「
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
甲
子
園
」の
2
0
2
3
年
地
区
予
選
が
10
月
14
日

に
道
内
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。7
地
区
の
会
場
で
32
校
77
チ
ー
ム
が
参
加
。

こ
の
う
ち
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
（
Ｗ
Ｃ
）を
含
む
8
チ
ー
ム
が
決
定
し
、12
月
9

日
に
札
幌
市
で
開
催
す
る
決
勝
に
コ
マ
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
甲
子

園
」は
、建
設
業
、防
災
な

ど
に
関
す
る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
、こ
れ

ら
を
学
ん
だ
多
く
の
生
徒
が
防
災
リ
テ

ラ
シ
ー
を
高
め
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、

昨
年
か
ら
帯
広
二
建
会
・
釧
路
建
親
会
・

オ
ホ
ー
ツ
ク
二
建
会
の
3
団
体
に
よ
り

始
ま
り
ま
し
た
。

2
回
目
と
な
る
今
回
の
大
会
は
、昨

年
の
3
団
体
に
旭
川
建
設
業
協
会
二
世

会
、札
幌
建
青
会
、函
館
建
青
会
、葉
月

会
（
空
知
）、萌
志
会
（
留
萌
）加
わ
り
、

8
建
青
会
が
開
催
。
参
加
も
昨
年
の
20

校
、49
チ
ー
ム
か
ら
大
き
く
増
え
て
い
ま

す
。
優
勝
チ
ー
ム
に
は
沖
縄
旅
行
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

予
選
に
は
生
徒
2
人
1
組
で
参
加
し

ま
す
。
事
前
に
出
題
内
容
を
網
羅
し

た
学
習
用
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
送
付
し
、4

択
ク
イ
ズ
な
ど
で
知
識
を
競
い
ま
し
た
。

ク
イ
ズ
で
は
建
設
業
界
の
働
き
方
改
革

を
推
進
し
て
い
る
取
組
の
新
3
Ｋ
の
意

味
を
問
う
も
の
な
ど
、建
設
業
に
な
じ

み
深
い
設
問
の
ほ
か
、「
マ
ン
ガ
『
こ

ち
亀
』の
両
津
勘
吉
が
破
壊
し
た
施
設

で
最
も
高
額
な
も
の
は
？
（
例
示
：

国
会
議
事
堂
、黒
部
ダ
ム
な
ど
）」な
ど

意
表
を
突
く
質
問
も
あ
り
、生
徒
と
一

緒
に
悩
む
会
員
も
い
ま
し
た
。

予
選
を
突
破
し
た
8
チ
ー
ム
の
生
徒

た
ち
は
「
高
校
の
ク
イ
ズ
研
究
会
に
所

属
し
て
い
る
が
、建
設
に
関
す
る
知
識

は
な
か
っ
た
の
で
、こ
の
機
会
に
勉
強
で

き
て
よ
か
っ
た
」「
相
棒
が
急
遽
体
調

不
良
で
1
人
の
参
加
と
な
っ
た
が
、勝
ち

抜
け
た
の
で
、決
勝
は
ぜ
ひ
2
人
の
力

を
合
わ
せ
て
突
破
し
た
い
」な
ど
喜
び

と
決
意
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

■
地
区
別
の
優
勝
と
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド

チ
ー
ム
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

【
石
狩
】超
ピ
ノ
理
論
（
札
幌
南
高
）七

戸
敦
司
、早
稲
田
直
希
【
空
知
】フ
ァ

ル
コ
ン
（
岩
見
沢
農
業
高
）小
松
烈
、若

浦
京
佑
【
渡
島
・
檜
山
】
ふ
く
し
ょ
う

じ
ょ（
福
島
商
業
高
）湊
由
佳
、石
岡
優

【
上
川
・
留
萌
】龍
谷
ク
イ
研
Ｂ
（
旭

川
龍
谷
高
）本
村
啓
州
、山
本
翼
【
オ

ホ
ー
ツ
ク
】炎
身
龍
（
北
見
工
業
高
）

眞
野
拓
登
、
佐
藤
優
人
【
十
勝
】ｌ
ｏ

ｌ
（
ロ
ー
ル
）（
帯
広
柏
葉
高
）田
原
優

弥
、井
越
創
哉
【
釧
路
・
根
室
】
ほ
し

や
ま
（
標
茶
高
）多
田
星
斗
、山
賀
瑛

太
＊
ワ
イ
ル
ド
カ
ー
ド
【
石
狩
】ｃｕ
ｂ

ｅｒ
（
札
幌
日
本
大
学
高
）千
場
瑞
希
、

都
築
楓
太

77チームによる熱い闘いが展開された
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32
校
、77
チ
ー
ム
が
参
加
し
熱
戦

8
チ
ー
ム
が
12
月
9
日
の
決
勝
へ

─
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
甲
子
園
地
区
予
選
建
設
業
な
ど
の
知
識
を
競
う



総
務
省
の
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
に
基
づ
く
北
海
道
の
人
口
動
向
に
よ
る

と
、2
0
2
3
年
1
月
時
点
で
の
総
人
口
は
、
前
年
度
比
0
・
8
％
減
の

5
1
4
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
は
1
9
9
7
年
の
約
5
7
0
万
人

を
ピ
ー
ク
に
毎
年
減
少
を
続
け
、特
に
地
域
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
生
産
年
齢

人
口
（
15
〜
64
歳
）は
2
9
3
万
4
、0
0
0
人
と
、3
年
連
続
し
て
3
0
0
万

人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
道
内
の
総
人
口
の
3
割
強
を
占
め
、北
海
道
全
体
の

人
口
減
少
の
歯
止
め
と
な
っ
て
い
た
札
幌
市
は
、2
0
2
2
年
、2
0
2
3
年
と

2
年
連
続
の
減
少
と
な
り
、人
口
減
少
の
波
は
札
幌
市
を
含
め
全
道
市
町
村
で

顕
著
に
な
り
、担
い
手
不
足
に
拍
車
を
掛
け
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
で
公
表
さ

れ
て
い
る
北
海
道
と
1
7
9
市

町
村
に
つ
い
て
、年
代
別
人
口
を
整
理
し
、

直
近
5
年
間
と
10
年
前
の
2
0
1
3

年
の
デ
ー
タ
と
比
較
し
ま
し
た
。
北

海
道
の
総
人
口
は
1
9
9
7
年
の
約

5
7
0
万
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
が

続
き
、こ
こ
数
年
3
〜
4
万
人
規
模
で

減
り
続
け
て
い
ま
す
。
年
代
別
に
10
年

前
の
数
値
と
比
較
す
る
と
、15
歳
未
満

と
15
歳
以
上
65
歳
未
満
が
と
も
に
10
％

以
上
の
減
少
と
な
る
一
方
で
、65
歳
以

上
は
約
24
万
人
、17
％
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、年
代
別
構
成
比
は
65

歳
以
上
が
約
33
％
と
、10
年
前
に
比
べ

約
6
㌽
上
昇
し
、人
口
減
少
と
高
齢
化

が
よ
り
顕
著
と
な
っ
て
い
て
、全
国
の
割

合
（
29
％
）と
比
べ
て
も
4
㌽
高
い
水

準
で
す
。

札
幌
市
に
つ
い
て
は
、同
市
以
外
の
市

町
村
で
人
口
減
少
が
加
速
す
る
中
、増

加
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、2
0
2
2

年
に
は
減
少
に
転
じ
、2
0
2
3
年
も

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、減

少
幅
は
1
％
以
下
の
た
め
、全
道
に
占

め
る
札
幌
市
の
シ
ェ
ア
は
上
昇
を
続
け
、

2
0
2
3
年
は
33
％
に
達
し
、全
道
的

な
人
口
減
少
下
で
札
幌
市
へ
の
一
極
集

中
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

一
方
、札
幌
市
の
年
代
別
の
状
況
を

見
る
と
、
15
歳
未
満
、そ
し
て
15
〜
64

歳
の
生
産
年
齢
人
口
は
い
ず
れ
も
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
特
に
社

会
経
済
の
担
い
手
で
あ
る
生
産
年
齢
人

口
は
、10
年
前
と
比
べ
約
6
％
、7
万
4
、

4
9
7
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

対
照
的
に
65
歳
以
上
は
55
万
人
を

超
え
、10
年
前
か
ら
約
30
％
、13
万
3
、

7
9
9
人
増
加
し
、世
代
別
の
割
合
を

見
て
も
、65
歳
以
上
が
28
％
と
、こ
の
10

年
間
で
割
合
が
6
㌽
上
昇
し
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
っ
て
本
州
へ
の
人
口
流
出
の

「
ダ
ム
機
能
」
を
果
た
し
て
き
た
札
幌

市
の
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
今
後

も
進
む
と
、全
産
業
で
問
題
と
な
っ
て
い

る
担
い
手
不
足
が
さ
ら
に
深
刻
化
す
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

北海道と札幌市の人口推移� (単位：人)
総数 2013年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
北海道 5,465,451 5,339,539 5,304,413 5,267,762 5,228,732 5,183,687 5,139,913
札幌市 1,919,664 1,952,348 1,955,457 1,959,313 1,961,575 1,960,668 1,959,512

15歳未満 2013年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
北海道 641,679 595,916 584,212 571,826 560,651 547,532 532,860
札幌市 225,343 222,648 221,028 219,186 217,371 214,424 210,851

15〜64歳 2013年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
北海道 3,389,070 3,122,538 3,077,085 3,037,552 2,997,094 2,959,929 2,934,341
札幌市 1,270,234 1,220,112 1,212,588 1,207,270 1,202,138 1,197,714 1,195,737

65歳以上 2013年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年 2023年
北海道 1,434,702 1,618,695 1,640,866 1,656,347 1,668,858 1,674,286 1,672,712
札幌市 424,087 509,588 521,841 532,857 542,066 548,530 552,924

9 KISETSU Vol.4

企 業 の た め の よ ろ ず 情 報 誌

札
幌
市
は
2
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス

人
口
減
少
傾
向
、全
道
で
顕
著
に

─ 
住
民
基
本
台
帳
デ
ー
タ
に
基
づ
く
北
海
道
の
人
口
動
向



北
海
道
防
衛
局
は
、防
衛
省
が
策
定
し
た
防
衛
力
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

2
0
2
3
年
度
か
ら
各
地
の
隊
舎
や
宿
舎
の
集
約
化
・
耐
震
化
・
老
朽
化
解
消

に
向
け
、敷
地
内
の
施
設
立
て
替
え
な
ど
再
編
整
備
を
本
格
化
さ
せ
ま
す
。
本

年
度
は
旭
川
の
庁
舎
な
ど
10
億
円
を
超
え
る
大
型
工
事
が
相
次
い
で
発
注
と
な

り
、来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
整
備
が
行
わ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
防
衛
局
の
庁
舎
な
ど

の
施
設
整
備
は
、
防
衛
省
が

2
0
2
2
年
度
に
策
定
し
た
43
兆
円
に

上
る
防
衛
力
整
備
計
画
（
2
0
2
3

年
度
〜
2
0
2
7
年
度
）
の
自
衛
隊

施
設
の
強
靱
化
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。
5
カ
年
に
約
1
兆
7
、

0
0
0
億
円
を
見
込
み
、全
国
の
基
地
・

駐
屯
地
な
ど
約
3
0
0
地
区
に
あ
る
約

2
万
3
、0
0
0
棟
の
建
物
な
ど
を
再

編
整
備
し
ま
す
。
再
編
整
備
は
膨
大
な

事
業
量
と
な
る
た
め
に
、同
省
で
は
現

状
を
把
握
・
評
価
を
行
い
、施
設
の
機

能
・
重
要
度
に
応
じ
た
構
造
強
化
、離

隔
距
離
確
保
の
た
め
の
再
配
置
・
集
約

化
、老
朽
改
修
の
計
画
及
び
省
エ
ネ
対

策
な
ど
を
含
ん
だ
「
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

を
2
0
2
2
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
。

北
海
道
に
つ
い
て
は
、北
海
道
防
衛

局
と
帯
広
防
衛
支
局
が
一
連
の
工
事
を

発
注
し
ま
す
。
対
象
は
立
て
替
え
で
約

2
、3
1
9
棟
、
改
修
で
は
9
0
0
棟

に
上
り
ま
す
。
こ
の
う
ち
5
、0
0
0

㎡
を
超
え
る
施
設
は
両
機
関
で
30
棟
と

な
っ
て
い
ま
す
。
発
注
に
際
し
て
は
、地

元
企
業
へ
の
配
慮
と
し
て
、共
同
企
業
体

（
Ｊ
Ｖ
）
の
運
用
を
見
直

し
、参
加
企
業
数
の
増
加

や
地
元
企
業
を
Ｊ
Ｖ
構
成

員
に
含
む
こ
と
な
ど
を
求

め
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
は
、
10

月
下
旬
以
降
、
旭
川
の

庁
舎
な
ど
10
億
円
を
超

え
る
大
型
工
事
が
相
次

い
で
開
札
と
な
っ
て
い
ま

す
。
最
も
規
模
の
大
き

い
旭
川
の
庁
舎
は
延
べ
約

9
、7
0
0
㎡
を
予
定
し
、

30
億
円
以
上
の
工
事
規
模

で
す
。
11
月
に
は
20
億
円

以
上
を
見
込
む
北
海
道
大

演
習
場
の
道
路
整
備
（
橋

梁
）
が
発
注
と
な
り
、
20

〜
30
億
円
の
上
富
良
野
庁

舎
（
延
べ
約
8
、2
0
0

㎡
）や
名
寄
宿
舎
（
同
5
、

9
0
0
㎡
）、10
〜
20
億
円

の
岩
見
沢
庁
舎
（
同
4
、

2
0
0
㎡
）や
千
歳
隊
舎

（
同
7
、2
0
0
㎡
）も
開

札
と
な
り
ま
し
た
。

施設再編イメージ（上）と2023年度の大型工事一覧（下）

工事件名 工種 工期 工事規模 概　　要
上富良野（5）庁舎等新設建築その他工事 建築 29カ月 20～30億円 庁舎（RC造、5階、約8,200㎡）ほか3棟の新設
旭川（5）庁舎新設等建築その他工事 建築 29カ月 30億円以上 庁舎（RC造、5階、約9,700㎡）の新設
岩見沢（5）庁舎新設等建築その他工事 建築 26カ月 10～20億円 庁舎（RC造、3階、約4,200㎡）ほか2棟の新設
東千歳（5）庁舎等新設建築その他工事 建築 26カ月 6.8～10億円 庁舎（RC造、2階、約2,600㎡）ほか1棟の新設など
千歳（5）隊舎等新設建築その他工事 建築 24カ月 10～20億円 隊舎（RC造、4階、約7,200㎡）ほか1棟の新設
名寄（5）宿舎等新設建築その他工事（1工区） 建築 23カ月 20～30億円 宿舎（RC造、5階、約5,900㎡）ほか4棟の新設など
北海道大演習場（5）道路等整備工事（4工区） 土木 20カ月 20～30億円 橋台、橋梁上部工・橋梁上部工に係る設備（電気）
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庁
舎
の
建
て
替
え
な
ど
が
本
格
化

北
海
道
防
衛
局

─ 
2
0
2
3
年
度
は
旭
川
や
上
富
良
野
な
ど
の
庁
舎
や
隊
舎
を
発
注



道
東
道
4
車
線
化
で

東
占
冠
ト
ン
ネ
ル
な
ど
に
着
工

─ 
北
海
道
新
幹
線
の
明
か
り
工
事
の
開
札
進
む

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
北
海
道
支
社
と
鉄
道
・
運
輸
機
構
（
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
）北
海
道

新
幹
線
建
設
局
の
主
要
工
事
の
発
注
状
況
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

は
道
東
道
4
車
線
化
に
伴
う
工
事
で
、狩
勝
第
一
と
ホ
ロ
カ
ト
マ
ム
の
2
ト
ン
ネ

ル
を
2
0
2
3
年
11
月
か
ら
12
月
に
か
け
て
開
札
し
、東
占
冠
ト
ン
ネ
ル
は

2
0
2
3
年
内
の
入
札
公
告
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
は
、倶
知
安
町
内

で
の
高
架
橋
な
ど
の
明
か
り
工
事
の
開
札
が
進
ん
で
い
ま
す
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
北
海
道
支

社
の
道
東
道
4
車
線
化
は
、

占
冠
Ｉ
Ｃ
か
ら
十
勝
清
水
Ｉ
Ｃ
間
約
47

㎞
が
対
象
で
す
。
区
間
中
の
ト
ン
ネ
ル

は
、東
側
か
ら
広
内
、狩
勝
第
二
、同
第

一
、下
ト
マ
ム
、ホ
ロ
カ
ト
マ
ム
、滝
の
沢
、

東
占
冠
の
7
ト
ン
ネ
ル
と
な
り
、広
内
に

つ
い
て
は
現
在
工
事
が
進
行
中
で
、残

る
6
ト
ン
ネ
ル
の
う
ち
、2
0
2
3
年

度
は
狩
勝
第
一
と
ホ
ロ
カ
ト
マ
ム
、東
占

冠
の
3
ト
ン
ネ
ル
に
着
工
し
ま
す
。
い

ず
れ
も
工
事
規
模
に
50
億
円
以
上
を
見

込
み
、3
ト
ン
ネ
ル
で
最
も
延
長

が
長
い
東
占
冠
は
年
内
の
公
告

を
予
定
し
て
い
ま
す
。占
冠
Ｐ
Ａ
、

ト
マ
ム
Ｉ
Ｃ
、長
流
枝
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
も
年
内
か
ら
年
度
内
に
公

告
と
な
る
見
通
し
で
す
。

北
海
道
新
幹
線
は
、駅
舎
な

ど
が
あ
る
地
域
で
高
架
橋
な
ど

の
工
事
が
2
0
2
2
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、こ
れ
ら
の
明
か

り
工
事
は
、こ
れ
ま
で
に
約
40

件
、
3
、2
0
0
億
円
が
発
注

と
な
っ
て
い
ま
す
。
2
0
2
3

年
度
に
つ
い
て
は
、
10
月
に
長

万
部
駅
高
架
橋
を
五
洋
建
設
・

札
建
工
業
・
菅
原
組
Ｊ
Ｖ
が
約

2
4
0
億
円
で
落
札
し
て
い
ま

す
。
ト
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
は
す

べ
て
の
ト
ン
ネ
ル
が
着
工
済
み

で
す
。
40
地
区
で
工
事
が
進

み
、9
月
1
日
時
点
で
12
ト
ン

ネ
ル
が
掘
削
率
1
0
0
％
に

達
し
、全
ト
ン
ネ
ル
の
総
延
長

（
1
6
9
㎞
）
に
対
す
る
掘
削

率
は
68
％（
9
2
6
㎞
）と
な
っ

て
い
ま
す
。

4車線化に着工する東占冠トンネル

工事名 想定規模 工期 概要

道東自動車道東占冠2345工事 67億円以上 <6=月 延長約BC6DEF2345延長約GC6DE
道東自動車道HI=2JK2345工事 67億円以上 L6=月 延長約GC6DEF2345延長約GC7DE
道東自動車道狩勝第一2345工事 67億円以上 L7=月 延長約QDEF2345延長約GC6DE
道東自動車道占冠RS工事 GGCTU67億円 66=月 延長約QC6DEF切盛土工約B7万㎥
道東自動車道2JK[\工事 GGCTU67億円 67=月 延長約LDEF切盛土工約<7万㎥F橋梁上下部工B橋
道東自動車道長流枝cJd2[\工事 eBUGGCT億円 67=月 延長約eDEF切盛土工約B7万㎥Ff3g橋e橋

工事名 開札日 落札者 落札額*千円- 工種 工期

北海道新幹線長万部駅高架橋 =>=?@A>@B 五洋E札建E菅原IJ =?KLLMK>>> 土木PQR SST月
北海道新幹線札幌車両基地高架橋A =>=?@B@=L 鹿島E飛島E岩田地崎E中山IJ AMK>c>KdA> BMT月
北海道新幹線国縫高架橋 =>=?@S@=c 清水建設E京成建設E高橋組IJ ABKLc?K=>> 土木PQR SST月
北海道新幹線共立路盤 =>=?@d@?> 奥村E日本国土E渡辺IJ ABKLd>K>>> 土木PQR S=T月
北海道新幹線花岡高架橋 =>=?@B@?> 青木yz{|E}~�E生駒IJ A=KM>LKc>> 土木 S?T月
北海道新幹線新八雲*仮称-駅高架橋 =>=?@d@== 飛島E東鉄E富士äãåçéE東陽IJ LKALMKL>> 土木 ?MT月
北海道新幹線八雲軌道ëíì製作運搬 =>=?@S@=d òçôë三菱E日本高圧ùûü†ç°IJ BKdLdK>>> QR d?T月
北海道新幹線札幌軌道ëíì製作運搬*再公告- =>=?@A>@S •†ôû¶ã白石E日本òçôëIJ BKS?AK>>> QR c=T月
北海道新幹線新開橋©™´*QR¨形ÆØ- =>=?@L@A? òçôë三菱E日本高圧ùûü†ç°IJ BK=MdK>>> QR S>T月
北海道新幹線長万部軌道ëíì製作運搬 =>=?@B@AL 三井住友E≥çòçIJ BK=?BKB>> QR d=T月
北海道新幹線倶知安軌道ëíì製作運搬 =>=?@B@AA 極東興和E東日本ùûü†ç°IJ BKAc>K>>> QR dST月
北海道新幹線静佐川橋©™´*QR¨形ÆØ- =>=?@L@=B ≥çòç建設工業æ SK>SSK>>> QR ?LT月
北海道新幹線南一線橋©™´*QR¨形ÆØ- =>=?@M@=M •†ôû¶ã白石E日本òçôëIJ ?KA=LK>>> QR ?cT月

NEXCO（上）とJRTT（下）の主要工事概要
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北
海
道
は
2
0
2
3
年
9
月
12
日
、消
防
・
防
災
分
野
で
の
ド
ロ
ー
ン
の
活
用

に
弾
み
を
付
け
よ
う
と
、一
般
社
団
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
チ
ャ
レ

ン
ジ
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
）と
連
携
し
、ド
ロ
ー
ン
の
自
動
飛
行
デ
モ
を
室
蘭
市
内
の
室
蘭

岳
山
麓
総
合
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
山
菜
採
り
や
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

で
の
遭
難
対
応
、森
林
火
災
な
ど
の
面
積
の
測
定
な
ど
を
迅
速
・
安
全
に
進
め
ら

れ
る
と
あ
っ
て
、約
40
人
の
関
係
者
は
ビ
デ
オ
を
撮
る
な
ど
熱
心
に
見
学
し
て
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
は
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し

た
夜
間
山
岳
遭
難
救
助
サ
ー

ビ
ス
「
ナ
イ
ト
ホ
ー
ク
ス
」を
展
開
し
、

2
0
2
3
年
ま
で
に
道
内
17
を
含
む
全

国
22
の
自
治
体
と
協
定
を
結
び
、ヘ
リ

が
使
え
な
い
夜
間
に
空
か
ら
の
捜
索
活

動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
が
開
発
し
た「
ド
ロ
ー

ン
自
動
航
行
ル
ー
ト
作
成
ソ
フ
ト
」「
赤

外
線
動
画
自
動
解
析
ソ
フ
ト
」を
8
月

口
宏
実
シ
ス
テ
ム
部
長
が
、「
ナ
イ
ト

ホ
ー
ク
ス
」の
活
動
内
容
、使
用
機
材
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
概
要
な
ど
を
紹
介
し
、

夜
間
の
自
動
飛
行
の
留
意
点
に
つ
い
て
は

「
ド
ロ
ー
ン
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
考
慮
し

て
飛
行
時
間
の
短
い
所
か
ら
捜
索
す
る

こ
と
」「
送
電
線
や
電
波
塔
な
ど
の
障

害
物
な
ど
を
事
前
に
確
認
す
る
こ
と
」

な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

自
動
航
行
の
活
用
事
例
と
し
て
は
、

冬
山
で
の
バ
ッ
ク
カ
ン
ト

リ
ー
や
山
菜
採
り
な
ど
の
山

岳
遭
難
の
夜
間
捜
索
の
ほ
か
、

森
林
火
災
の
状
況
や
火
災

面
積
の
測
定
、火
山
火
口
の

調
査
、シ
カ
な
ど
有
害
鳥
獣

の
生
息
調
査
、河
川
氾
濫
状

況
の
確
認
を
挙
げ
て
、そ
れ

ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
や
留
意
点

を
解
説
し
ま
し
た
。

屋
外
で
の
デ
モ
は
、赤
外

線
カ
メ
ラ
と
可
視
光
カ
メ
ラ
、

レ
ー
ザ
ー
距
離
計
を
搭
載
し

た
Ｄ
Ｊ
Ｉ
社
製
Ｍ
3
0
0
Ｒ

Ｔ
Ｋ
で
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
上

空
を
1
0
0
㍍
の
高
さ
で
自

動
飛
行
し
、オ
ル
ソ
画
像
を
作
成
し
て

面
積
を
計
測
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、公
開
ソ
フ
ト
が
適
応
す

る
ド
ロ
ー
ン
の
機
種
を
尋
ね
た
ほ
か
、オ

ル
ソ
画
像
の
作
成
手
順
を
質
問
す
る
職

員
も
い
る
一
方
、「
こ
れ
か
ら
ド
ロ
ー
ン

が
導
入
さ
れ
る
の
で
、ま
ず
は
操
縦
の

練
習
を
し
て
い
き
た
い
」と
話
す
職
員

も
い
ま
し
た
。

か
ら
無
償
で
公
開
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
の
会
員
が

駆
け
付
け
な
く
て
も
、消
防
職
員
ら
が

防
災
活
動
な
ど
に
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
で

き
る
よ
う
人
材
を
育
成
し
、普
及
を
図

る
考
え
で
す
。

ソ
フ
ト
公
開
後
、今
回
が
全
国
初
の

デ
モ
で
、胆
振
・
日
高
・
石
狩
・
後
志
管

内
の
消
防
職
員
と
市
町
村
防
災
担
当
者

が
参
加
し
ま
し
た
。
飛
行
デ
モ
に
先
立

ち
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
の
伴
藤
悠
子
営
業
部
長
、野

自動で離着陸するドローンを見守る消防職員たち

2023年12月号 12

北
海
道
が
消
防
・
防
災
職
員
向
け
に

ド
ロ
ー
ン
自
動
飛
行
デ
モ
を
開
催

─ 
遭
難
対
応
や
森
林
火
災
面
積
の
測
定
な
ど
活
用
事
例
も
学
ぶ



建設業と教育の連携や果たすべき役割などを議論した

北
海
道
建
青
会
は
2
0
2
3
年
9
月
8
日
、第
38
回
全
道
会
員
大
会
を
留
萌

市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
主
管
は
萌
志
会
（
留
萌
建
設
協
会
二
世

会
、堀
口
哲
志
会
長
）と
な
り
ま
す
。
大
会
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
Ｒｅｖ
ｉ
ｔａ
ｌ

ｉｚａ
ｔ
ｉｏｎ
」（
再
生
）〜
地
域
と
建
設
業
の
再
生
を
考
え
る
〜
」を
掲
げ
、人

口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
地
域
の
再
生
を
目
指
し
、若
者
た
ち
が
住
み
続
け

た
く
な
る
ま
ち
と
す
る
た
め
に
、建
設
産
業
が
高
校
な
ど
と
協
働
し
な
が
ら
未
来

を
創
り
上
げ
て
い
く
こ
と
の
意
義
と
役
割
を
議
論
・
確
認
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
構
成
す
る
道
内
11
の
二

世
会
の
メ
ン
バ
ー
や
行
政
機
関
、

建
設
団
体
か
ら
約
2
5
0
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
主
催
者
と
し
て
堀
口
会
長

は
、現
在
の
建
設
業
が
様
々
な
課
題
に

直
面
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
建
設
業
は
市
町
村
の
成
長
と
一
体
と

な
っ
て
歩
む
産
業
で
あ
り
、市
町
村
の
存

続
な
く
し
て
建
設
業
の
未
来
は
あ
り
得

な
い
。『
課
題
先
進
地
』の
留
萌
か
ら
、

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
若
者
と
の

協
働
の
あ
り
方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
れ
ば
、と
考
え
今
回
の
大
会
を
開
催

し
た
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

記
念
事
業
で
は
、産
業
能
率
大
学
経

営
学
部
教
授
で
教
育
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
会
社
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｍ
ａ 

Ｐ
ｉ
ｎ
ｇ
ｕ
ｉ
ｎ

ｏ
」代
表
の
藤
岡
慎
二
氏
と
国
土
交
通

省
の
橋
本
幸
北
海
道
局
長
が
講
演
。
藤

岡
氏
は
高
校
の
魅
力
化
が
ま
ち
を
活
気

づ
け
、移
住
の
促
進
や
関
係
人
口
の
増

加
に
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
橋
本
局
長
は

建
設
業
が
担
っ
て
い
る
重
要
な
役
割
を
、

未
来
を
創
る
人
材
に
し
っ
か
り
と
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
、と
指
摘
し
、

「
課
題
は
数
多
く
あ
る
が
、
悲
観
す
る

の
で
は
な
く
、ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
『
こ
れ
か

ら
始
め
る
ん
だ
』
と
い
う
意
欲
と
気
概

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。
現
場

の
魅
力
発
信
の
際
に
は
、開
発
局
も
全

力
で
応
援
す
る
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

講
演
に
続
い
て
、認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
ほ
っ
か
い
ど
う
学
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
新
保
元
康
理
事
長
と
堀
口
会

長
、藤
岡
教
授
、橋
本
局
長
が
参
加

し
て
、「
地
域
建
設
産
業
に
必
要

な
も
の
は
何
か
」を
テ
ー
マ
に
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
建
設
業

に
は
魅
力
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。
本

気
で
行
動
す
る
人
が
人
を
動
か
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
が
、各
地
で
真
剣

に
議
論
す
る
こ
と
で
大
き
な
動
き

に
な
る
は
ず
」「
建
設
業
と
教
育

が
関
わ
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
は
『
共
学
共

創
』
で
あ
り
、企
業
と
高
校
生
が
と
も

に
学
ぶ
こ
と
で
新
し
い
こ
と
が
創
ら
れ

て
い
く
」「
我
々
の
使
命
は
『
住
み
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
』
を
創
り
上

げ
て
い
く
こ
と
。建
設
業
は
最
大
の
パ
ー

ト
ナ
ー
で
あ
り
、若
者
や
企
業
な
ど
が

住
み
続
け
た
い
と
思
う
よ
う
な
ま
ち
に

向
け
た
環
境
整
備
を
と
も
に
進
め
て
い

き
た
い
」─
な
ど
の
意
見
や
決
意
が
示

さ
れ
ま
し
た
。
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地
域
の
再
生
を
若
者
と
と
も
に

北
海
道
建
青
会
第
38
回
全
道
会
員
大
会

─ 
建
設
産
業
の
役
割
と
協
働
・
共
創
の
あ
り
方
な
ど
を

　

 

留
萌
か
ら
発
信



石
狩
湾
新
港
の
可
能
性
や
未
来
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
ザ
･
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
み

な
と
in
石
狩
湾
新
港
」
が
2
0
2
3
年
10
月
5
日
、札
幌
市
北
区
の
シ
ャ
ト

レ
ー
ゼ
・
ガ
ト
ー
キ
ン
グ
ダ
ム
・
サ
ッ
ポ
ロ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
経

済
団
体
連
合
会
や
寒
地
港
湾
空
港
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
組
織
す
る
実
行

委
員
会
の
主
催
で
、講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、物
流
や
流

通
、洋
上
風
力
発
電
の
基
地
と
し
て
の
石
狩
湾
新
港
の
可
能
性
と
未
来
を
考
え

ま
し
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、港
湾
の
重

要
性
や
必
要
性
を
広
く
P
R
す

る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
道
内
主
要
港
湾

で
開
催
し
て
い
ま
す
。
31
回
目
を
迎
え

る
今
回
は
石
狩
湾
新
港
を
舞
台
に
実
施

し
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
視
聴
を
含
め
て
約

5
3
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
眞
田
仁
寒
地
港
湾
空
港

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
理
事
長
が
石
狩
湾

新
港
の
整
備
効
果
と
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
を

解
説
し
、洋
上
風
力
発
電
施
設
の
建
設

が
進
み
、エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
と
し
て
の
優

位
性
が
高
ま
り
、デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の

立
地
が
加
速
す
る
一
方
で
、2
0
2
4

年
問
題
に
伴
う
運
送
業
で
の
人
手
不
足

問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
現
状
を
指
摘

し
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、基
調
講
演
に
続
い
て

二
村
真
理
子
東
京
女
子
大
現
代
教
養
学

部
教
授
と
渋
谷
正
信
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー

漁
業
共
生
セ
ン
タ
ー
理
事
、柴
藤
正
行

札
幌
商
工
会
議
所
副
会
頭
と
稲
垣
仁
志

大
和
リ
ー
ス
北
海
道
支
店
長
、折
谷
徳

弘
石
狩
湾
新
港
管
理
組
合
専
任
副
管
理

者
が
参
加
し
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
「
近
年
、脱
炭

素
化
を
重
要
な
企
業
戦
略
に
掲
げ
る

企
業
が
増
え
て
い
る
。
洋
上
風
力
発

電
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
提
供

は
、
強
力
な
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
り
、こ
れ

を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発
信
す
る
こ
と

で
、こ
れ
ら
の
企
業
を
引
き
つ
け
る
の

で
は
」「
北
海
道
の
物
流
の
特
徴
は
ト

ラ
ッ
ク
輸
送
が
98
％
を
占
め
て
い
る
点

で
す
。
2
0
2
4
年
問
題
で
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
か
ら
海
上
輸
送
へ
の
シ
フ
ト
が
高

ま
る
可
能
性
が
あ
る
中
、石
狩
湾
新
港

の
役
割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
」「
洋

上
風
力
発
電
か
ら
生
ま
れ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
提
供
や
活
用
に
よ
り
、

物
流
･
流
通
業
界
の
脱
炭
素
化
に
大
き

く
貢
献
す
る
の
で
は
」な
ど
、カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
と
し
て
の
優
位

性
と
役
割
を
指
摘
す
る
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

ま
た
「
石
狩
湾
新
港
の
景
色
は
国
内

の
港
湾
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
風

景
で
す
。
こ
の
魅
力
を
広
く
伝
え
る
た

め
に
港
が
一
望
で
き
る
展
望
台
を
作
っ

て
は
」「
風
車
に
L
E
D
電
球
を
付
け

て
観
光
名
所
と
す
れ
ば
若
い
世
代
へ
の

グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
心
が
高
ま

る
の
で
は
」な
ど
、「
見
え
る
化
」を
意

識
し
た
石
狩
湾
新
港
の
P
R
と
、観
光

資
源
と
し
て
の
活
用
な
ど
、ユ
ニ
ー
ク
な

提
案
も
出
て
い
ま
し
た
。

貴重な提言があったパネルディスカッション
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グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

企
業
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
に

─ 
ザ
･
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
み
な
と
in
石
狩
湾
新
港

　

 

可
能
性
と
未
来
を
語
る



北
海
道
開
発
局
は
、2
0
2
2
年
度
北
海
道
イ
ン
フ
ラ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
試
行

工
事
事
例
集
を
公
表
し
ま
し
た
。
同
年
度
に
各
現
場
で
実
施
し
た
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
の
代
表
的
な
13
の
取
組
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
事
例
で
は
環
境
対
策
型
建
設

機
械
や
バ
イ
オ
燃
料
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
な
ど
分
野
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組

概
要
と
、Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の
試
算
例
を
明
示
し
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
具
体
的
な
実

績
が
分
か
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
試
行
の

取
組
は
、2
0
2
2
年
度
か
ら

開
発
局
と
北
海
道
、札
幌
市
、Ｊ
Ｒ
Ｔ
Ｔ
、

東
日
本
高
速
道
路
北
海
道
支
社
発
注
工

事
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
取
り
組
ん

だ
工
事
に
対
し
て
、イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と

し
て
工
事
成
績
で
加
点
す
る
こ
と
な
ど

で
、道
内
建
設
業
に
お
け
る
脱
炭
素
化

の
意
識
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ラ
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

は
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
あ
る
た
め
、事

例
集
で
具
体
例
と
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
を
示

す
こ
と
で
よ
り
一
層
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

事
例
集
で
は
、分
野
ご
と
に
採
用
し

た
機
械
や
設
備
、シ
ス
テ
ム
な
ど
を
取

組
の
概
要
と
期
待
さ
れ
る
効
果
、Ｃ
Ｏ

２
削
減
量
の
試
算
例
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。
石
狩
川
改
修
工
事
音
江
別
左

岸
築
堤
盛
土
外
で
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
バ
ッ

ク
ホ
ウ
の
使
用
例
で
は
、稼
働
台
数
1

台
、5
2
0
時
間
の
稼
働
を
想
定
し
、約

1
万
4
、0
8
7
㎏
の
削
減
効
果
を
試

算
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
設
置
に
よ
る

現
場
監
視
カ
メ
ラ
を
導
入
し
た
道
横
断

自
釧
路
市
仁
々
志
別
川
橋
上
部
製
作
架

設
の
現
場
で
は
、現
場
監
視
カ
メ
ラ
の

電
源
を
発
電
機
か
ら
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

に
交
換
す
る
こ
と
で
約
7
、8
9
0
㎏

の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
確
認
し
ま
し
た
。
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
で
打
設
量
計
算
に

「
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
ス
キ
ャ
ナ
」
を
搭
載
し

た
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
ま
た
は
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
を
使

用
し
た
現
場
（
石
狩
川
改
修
工
事
漁

太
南
22
号
樋
門
改
築
）で
は
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
加
え
、打
設
数
量
の
精
度
向
上

に
よ
る
工
程
短
縮
や
建
設
副
産
物
発
生

防
止
の
効
果
な
ど
が
見
込
め
る
と
し
て

い
ま
す
。

分野ごとの取組事例などを紹介している
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ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
代
表
的
な

13
の
取
組
を
紹
介

─ 
Ｃ
Ｏ
２
削
減
量
の
試
算
例
を
明
示
開
発
局
が
事
例
集



札
幌
の
副
都
心
、新
さ
っ
ぽ
ろ
地
区

が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。「
サ
ン
ピ
ア

ザ
」
や
「
イ
オ
ン
」、「
カ
テ
プ
リ
」、

「
デ
ュ
オ
」
な
ど
既
存
商
業
施
設
に
加

え
て
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
グ
ル
ー
プ
の
大

和
リ
ー
ス
が
2
0
2
3
年
11
月
30
日
に

複
合
商
業
施
設
「
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ 

新
さ
っ
ぽ

ろ
」を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
す
。
市
営
住

宅
団
地
跡
地
を
利
用
し
た
大
規
模
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
で
、新
さ
っ
ぽ
ろ

地
区
に
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

「
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ 

新
さ
っ
ぽ
ろ
」は
、大
和

ハ
ウ
ス
工
業
な
ど
6
者
が
札
幌
市
厚
別

区
の
市
営
住
宅
下
野
幌
団
地
跡
地
で
進

め
て
い
る
も
の
で
す
。
駅
周
辺
で
は
大

学
や
専
門
学
校
、病
院
、マ
ン
シ
ョ
ン
、ホ

テ
ル
な
ど
他
の
施
設
は
す
で
に
オ
ー
プ

ン
し
、「
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ 

新
さ
っ
ぽ
ろ
」は
最

後
の
施
設
と
し
て
開
業
し
ま
す
。
新
し

い
街
区
の
総
称
は
「
マ
ー
ル
ク
新
さ
っ

ぽ
ろ
」で
す
。

施
設
の
規
模
は
、鉄
骨
一
部
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
地
下
2
地
上
4
階
、延

べ
2
万
1
6
5
㎡
。
館
内
は
「
Ｇ
Ｒ
Ｅ

Ｅ
Ｎ 

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ 

Ｆ
Ｏ
Ｒ 

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｄ

Ａ
Ｙ
Ｓ
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、木
や
公
園

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
空
間
デ
ザ
イ
ン
が

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
店
舗
は
、1
階
の

核
テ
ナ
ン
ト
に
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
」が

入
り
、2
階
に
は
飲
食
店
、3
階
に
は
雑

貨
・
コ
ス
メ
の
「
ロ
フ
ト
」
な
ど
の
店

舗
、4
階
に
は
物
販
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

の
「
万
代
」な
ど
が
入
り
ま
す
。
総
店

舗
数
は
34
店
舗
に
上
り
ま
す
。

2
階
に
は
室
内
公
園
の
「
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
」を
設
け
ま
す
。
天
井
に
配

置
し
た
大
型
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、季

節
に
合
わ
せ
た
空
を
再
現
、雪
の
季
節

で
も
緑
を
感
じ
ら
れ
る
公
園
と
し
て
潤

い
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

札
幌
商
工
会
議
所
は
、2
0
2
3
年

度
か
ら
「
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
導
入
支

援
窓
口
」
を
設
置
し
、会
員
企
業
な
ど

の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向

け
た
省
エ
ネ
設
備
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
な
ど
に
つ
い
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
導
入
支
援
窓
口
」

で
は
、会
員
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
光

熱
費
の
節
約
や
老
朽
化
し
た
設
備
の
更

新
、補
助
金
の
活
用
、省
エ
ネ
診
断
と

い
っ
た
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
受
け
付
け
、各
事
業

者
へ
の
き
め
細
か
な
導
入
支
援
を
行
う

の
が
目
的
で
す
。

相
談
は
2
つ
の
柱
で
動
い
て
い
て
、

1
つ
は
札
幌
市
と
連
携
し
て
運
営
し
て

い
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
札
幌
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
用
で
す
。

こ
の
サ
イ
ト
は
2
0
2
2
年
度
に
開
設

し
、2
0
2
3
年
9
月
時
点
で
省
エ
ネ・

再
エ
ネ
関
連
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
取
り

扱
う
企
業
が
25
社
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
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さっぽろ  ニュース  ア・ラ・カルト

まちと人が躍動する札幌圏。この地域ではさまざまな出来事と話題が提供され、それが人々の関心を集め、
それがまち全体の活気を呼び起こしています。「さっぽろニュースア・ラ・カルト」では、そんな「旬な」
話題をご紹介します。

◦ 「ＢｉＶｉ新さっぽろ」がオープン
◦ 札幌商工会議所が「省エネ・再エネ導入支援窓口」
◦ 「ピヴォ」跡地に複合ビル建設

「
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ 

新
さ
っ
ぽ
ろ
」
が

オ
ー
プ
ン
、コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ

な
ど
が
入
居

札
幌
商
工
会
議
所
が

「
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
導
入

支
援
窓
口
」

コープさっぽろ、ロフトなどが入居する「BiVi 新さっぽろ」



も
う
1
つ
の
柱
が
、専
門
家
に
よ
る

省
エ
ネ
診
断
・
支
援
が
受
け
ら
れ
る

「
省
エ
ネ
お
助
け
隊
」で
す
。
札
商
は
、

全
国
の
商
工
会
議
所
の
中
で
2
例
目

の
「
省
エ
ネ
お
助
け
隊
」へ
の
登
録
と

な
り
ま
す
。
経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構

築
事
業
で
採
択
さ
れ
た
地
域
密
着
型
の

省
エ
ネ
の
支
援
団
体
で
す
。

事
業
者
の
要
請
に
よ
り
、専
門
家
が

現
地
調
査
を
し
て
省
エ
ネ
診
断
を
行
う

も
の
で
、事
前
ヒ
ア
リ
ン
グ
か
ら
現
地

調
査
、報
告
ま
で
に
約
1
ヵ
月
間
が
必

要
で
診
断
に
か
か
る
経
費
の
9
割
が
補

助
と
な
り
ま
す
。

診
断
後
に
は
、事
業
者
の
実
態
に
即

し
た
省
エ
ネ
の
提
案
を
行
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
の
例
で
は
、照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
空
調
室
外
機
へ
の
厨
房
排
気
遮
蔽
に

よ
る
効
率
向
上
と
い
っ
た
省
エ
ネ
設
備

入
れ
替
え
提
案
、換
気
用
屋
外
フ
ー
ド

防
虫
網
の
清
掃
な
ど
に
よ
る
ゼ
ロ
コ
ス

ト
で
の
運
用
改
善
提
案
な
ど
の
提
案
も

行
い
ま
し
た
。

商
船
三
井
グ
ル
ー
プ
の
ダ
イ
ビ
ル

（
本
社
・
大
阪
市
）
は
、
札
幌
市
中
央

区
南
2
条
西
4
丁
目
の
「
ピ
ヴ
ォ
」跡

地
に
建
設
す
る
複
合
ビ
ル
「（
仮
称
）札

幌
ダ
イ
ビ
ル
Ｐ
Ｉ
Ｖ
Ｏ
Ｔ
（
ピ
ヴ
ォ
）」

の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。
地
下
2
地

上
19
階
、延
べ
約
4
万
2
、0
0
0
㎡
の

複
合
ビ
ル
を
建
設
。
2
階
ま
で
が
商
業

店
舗
（
5
、0
0
0
㎡
）、3
〜
8
階
が

オ
フ
ィ
ス
（
1
万
9
、0
0
0
㎡
）、10

〜
18
階
が
ホ
テ
ル
（
1
万
6
、0
0
0

㎡
）と
な
り
ま
す
。
入
居
ホ
テ
ル
は
、ブ

テ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
「
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
（
Ｈ
Ｏ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
）」（
ト
ラ
ン
ク
ホ
テ
ル
）
が
進

出
し
ま
す
。
竣
工
は
2
0
2
7
年
1
月

末
、ホ
テ
ル
開
業
は
同
年
春
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

商
業
ビ
ル
「
ピ
ヴ
ォ
」は
建
物
の
老

朽
化
な
ど
に
よ
り
、こ
と
し
5
月
に
閉
館

し
ま
し
た
。
ダ
イ
ビ
ル
は
、同
館
を
含

む
3
棟
を
解
体
し
、跡
地
に
複
合
ビ
ル

を
建
設
す
る
計
画
で
、こ
の
ほ
ど
計
画

の
概
要
を
発
表
し
ま
し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス

エ
リ
ア
と
商
業
エ
リ
ア
と
が
混
ざ
り
合

う
立
地
を
活
か
し
た
オ
フ
ィ
ス
・
ホ
テ

ル
・
商
業
店
舗
で
構
成
す
る
複
合
ビ
ル

を
建
設
し
ま
す
。

入
居
す
る
ホ
テ
ル
「
Ｔ

Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
（
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）」

は
、ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
事
業
国

内
大
手
の
テ
イ
ク
ア
ン
ド
ギ

ヴ
・
ニ
ー
ズ
が
手
掛
け
る
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
ブ
テ
ィ
ッ
ク

ホ
テ
ル
で
、2
0
1
7
年
に

東
京
・
神
宮
前
に
1
店
舗

目
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
9
月
に
は
東

京
・
代
々
木
公
園
が
オ
ー
プ

ン
し
、北
海
道
で
は
初
の
展

開
と
な
り
ま
す
。
シ
ア
タ
ー

ル
ー
ム
、ス
パ
、ジ
ム
な
ど
を

配
置
し
、客
室
数
1
0
0
〜

1
1
0
室
を
想
定
し
て
い
ま

す
。
1
泊
6
万
円
〜
60
万

円
の
価
格
帯
で
、最
大
3
0
0
㎡
の
ス

イ
ー
ト
ル
ー
ム
も
配
置
し
ま
す
。
シ
ア

タ
ー
ル
ー
ム
や
多
目
的
ル
ー
ム
も
設
け
、

パ
ー
テ
ィ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
使
用
も
想

定
し
て
い
ま
す
。

ダ
イ
ビ
ル
の
丸
山
卓
取
締
役
は「
い

ま
ま
で
に
な
い
、こ
こ
に
し
か
な
い
建

物
を
作
っ
て
、
札
幌
の
街
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
ま
せ
た
い
」と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。
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「
ピ
ヴ
ォ
」跡
地
に

複
合
ビ
ル
を
建
設

ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

「
Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
」が
進
出

企業の省エネ・再エネ導入支援を行う札幌商工会議所

TRUNK（HOTEL）の内観イメージ
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生産×加工×流通の6次産業化を応援　北海道6次産業化地域プランナー萬谷利久子

北海道の農業が明日を創る！ ④

農
園
ラ
イ
フ
を
実
感
す
る
食
卓

東
日
本
大
震
災
を
機
に
蘭
越
町
へ
移

住
し
、新
規
就
農
し
た
牧
野
正
さ
ん
と

萌
さ
ん
。「
お
昼
を
ご
一
緒
に
」
と
嬉

し
い
誘
い
を
受
け
て
訪
ね
る
と
、テ
ー

ブ
ル
に
は
そ
の
日
、こ
こ
だ
け
の
料
理

が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
猛
暑
の
今
年
は

食
材
の
野
菜
に
と
っ
て
も
過
酷
な
年

で
す
。

夫
婦
で
営
む
牧
野
農
園
は
、イ
チ
ゴ
、

ト
マ
ト
、サ
ツ
マ
イ
モ
、ラ
イ
麦
な
ど
の

作
物
を
、化
学
肥
料
や
農
薬
を
な
る
べ

く
使
わ
ず
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
貴
重

な
食
材
で
作
ら
れ
た
メ
ニ
ユ
ー
は
、ラ

イ
麦
パ
ン
ケ
ー
キ
、ト
マ
ト
の
パ
ス
タ

ス
ー
プ
、旬
の
野
菜
サ
ラ
ダ
。
そ
し
て

萌
さ
ん
が
樹
か
ら
採
取
し
た
メ
ー
プ
ル

シ
ロ
ッ
プ
や
ハ
チ
ミ
ツ
。
ど
れ
も
心
に

沁
み
る
美
味
し
さ
で
、農
園
ラ
イ
フ
の

豊
か
さ
を
実
感
し
ま
す
。

ご
主
人
の
正
さ
ん
は
料
理
人
で
も
あ

り
、ピ
ザ
の
出
前
調
理
も
行
っ
て
い
て
、

札
幌
ま
で
出
張
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
生
地
か
ら
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
野
菜
ま

で
自
家
製
の
農
園
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ピ
ザ

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

農
作
業
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
地
域
の

方
々
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
手
伝
い
の

報
酬
は
ポ
イ
ン
ト
制
で
還
元
し
て
い
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
と
野
菜
や
ピ

ザ
と
交
換
し
、食
事
会
に
招
待
す
る
こ

と
も
あ
る
そ
う
で
す
。
お
金
の
や
り
取

り
で
は
得
ら
れ
な
い
絆
が
生
ま
れ
、人

手
不
足
に
困
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
（
大
規
模
停
電
）
が
起

き
た
2
0
1
8
年
9
月
6
日
、農
園
の

あ
る
蘭
越
町
豊
国
地
区
で
は
秋
祭
り
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
。
当
然
、中
止
か

と
思
い
き
や
、こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ

と
一
致
団
結
し
、会
場
に
発
電
機
を
持

ち
込
み
、餅
つ
き
を
す
る
な
ど
お
祭
り

は
決
行
さ
れ
ま
し
た
。「
農
家
の
た
く

ま
し
さ
を
感
じ
る
出
来
事
で
し
た
」
と

萌
さ
ん
は
振
り
返
り
ま
す
。「
こ
こ
に

住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
正
さ
ん
が
言
っ

て
く
れ
る
と
、道
産
子
の
私
も
嬉
し
く

な
り
ま
す
。

現
在
、修
学
旅
行
生
の
農
泊
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、将
来
的
に
は
一
般

の
方
た
ち
に
も
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
民
泊
も
検
討
し
て
い
ま
す
。
以
前
に

泊
ま
っ
た
高
校
生
が
「
こ
こ
は
空
気

が
お
い
し
い
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。

私
も
農
園
に
流
れ
る
穏
や
か
な
時
間
に

包
ま
れ
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
。

最
高
の
農
園
ラ
ン
チ
、ご
ち
そ
う
さ
ま

で
し
た
。

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）
農×食×観光の専門家。農林水産省事業の北海道6次産業化地域プランナーとして生産者の商品開発や
観光事業をサポートする。日本野菜ソムリエ協会認定の野菜ソムリエ上級Ｐｒｏ.。北海道大学国際広報メディア・
観光学院デスティネーション・マネージャー

ライ麦のパンケーキや
トマトのスープパスタなどが並ぶ食卓

モッツァレラチーズとトマトのカプレーゼセットも販売



さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会からのお知らせ

募集

申し込み多数の場合は、
抽選の上、

決めさせていただきます。

申し込み締め切り

12月18日（月）

お申し込み・詳細は　通年雇用マッチング事業運営事務局
受託事業者：株式会社北海道アルバイト情報社

〒060-0061　札幌市中央区南１条西６丁目２０-１　ジョブキタビル

TEL：011-223-3533　FAX：011-223-3313
〔受付時間：月～金 9時～17時〕　メール：tsunenkoyo-info@haj.co.jp　担当：太田・石嶋

さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会では、季節労働者および一般求職者を対象とし
た合同企業説明会を開催いたします。通年雇用での採用意向のある企業と求職者とのマッチング
を目的として、下記の通り出展企業を募集します。

19 KISETSU Vol.4

企 業 の た め の よ ろ ず 情 報 誌



連載コラム 驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い！！

認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム�新保元康�理事長

空知ing（そらっちんぐ）しよう！

Profile：新保 元康（しんぼ・もとやす） 
1958年小樽市生まれ。北海道教育大学卒業後、札幌市内の小学校に37年間勤務。
4校で校長を務め定年退職後、認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム理事長に就任、現在に至る

▶　�「企業向けよろず情報誌KISETSU」12月号をお届けします。今号では12月中旬から受付開始となる通年雇用助成金の制度概要
や手続などを紹介しているほか、札幌市の第2次まちづくり戦略ビジョン・アクションプラン2023案、高校生が建設などの知識を
競うコンストラクション甲子園地区予選の模様などをお伝えしています。

▶　�暑い夏が終わったらと思ったらもう師走。時の流れは速いものです。皆様にとってこの一年間はどのような年でしたか。行く年
を振り返り、来る年を望みながら穏やかな年末をお過ごしください。

企業のためのよろず情報誌　KISETSU Vol.4
発行日　令和5年12月1日　発行元　さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会　札幌市北区北24条西5丁目1番1号　札幌サンプラザ4階
ホームページアドレス　https://sapporo-kisetsu.com/　　編集協力　株式会社きたリンク

編 集 後 記

空知の時代が来る！最近やっと気付き
ました。
「北海道第一の都市札幌と第二の都
市旭川に挟まれ、どことなく目立たない…
空知」
「よく通るけど、なんとなく印象の薄い
…空知」
正直なところ、こんな印象を持っている
方が多いのではないでしょうか？
もったいない、あまりにももったいない
です。空知は、「美しい」「面白い」「美
味しい」の三拍子がそろった地域。「空
知ing」とはこんな魅力的な空知を大い
に楽しもうよ！という掛け声です。これ流
行らせたいなー！！
空知の魅力はもう数えきれないのです

が、今回ご紹介したいのは、とにかく空
がでかい！！ ことです。
石狩川という大河と石狩平野という大
平野。この二つを丸抱えしているのが
空知。実は、最も北海道らしい風景がそ
こに広がっているというわけです。
北海道と言えばいつの間にか、ニセコ

や美瑛を思い浮かべる方が多いように
思いますが、空知こそが最も北海道らし
いのです。この大平野を29.2kmの日本
一の直線道路、国道12号がずどーんと
貫いている。なんという爽快感。この国

道12号の真ん中の奈井江町のキャッチ
フレーズは、当然「ずどーん」！！�いいで
すねー。
空知には、美味しい食べ物、スイーツな

ども数えきれないほどあちこちにありま
すが、僕としてはそんなちまちましたもの
を写真にとらずにずどーんと大空の写真
を撮ってほしいと思うのです。
写真撮影におすすめの時間は、やは

り朝と夕方でしょうか。日没と日の出前の
数十分をマジックアワーと言いますが、空
知のマジックアワーは、豪快かつ繊細。
そこに立っているだけで、日々 の憂さはい
つの間にか融（と）けてなくなるのです。
地球の大きさ、自分の小ささをいやとい
うほど感じるこの時間、空知ingのだいご
味はここにあります。

そして、この大地の昔を想ってみましょ
う。今見渡す限りの田園風景は、かつて
は原始の大森林、さらに石狩川による大
湿原が広がっていました。今見えている
空知の広大なる水田は人間の汗と汗と
汗の結晶というべき奇跡の光景なので
す。今や「北海道米は美味い！」と大人
気ですが、そもそもこの土地でお米は作
ることができなかったのです。木を伐り、
排水をし、客土し、品種改良を重ね…
やっとこできたお米は「猫またぎ米」。
つまりは「まずくて猫にさえも見向きも
されないお米」とディスられていた時代
が長く長く続いたのです。こんな昔に思
いを馳せると、夕焼けが涙でにじんでき
ませんか？
スマホは下に向けず、空に向けよう空
知！�下を見ちゃいけない、上を向いて歩
こう空知！
空知ingの第一歩はここから始まるの

です。

直線日本一の国道12号 新篠津の夕焼け
（写真はすべて著者の撮影です）


